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会の安定，2．農業革命，3．聖地巡礼の流行（59 － 63 頁）という三点が挙げられてい
る．建築史の観点から見ればローマ帝国最盛期の建築様式からゴシック建築様式の登場
248 書　　　評
のはざまにロマネスク様式の建築が見い出されるのではあるが，社会の状況の分析の
観点から言えば人間たちの生活のゆとりが三点の状況を実現させ，結果的にロマネス
ク建築の自由なる感性豊かな表現や直截性が一挙に前面に押し出されたと解釈するこ
とが可能であるだろう．従来の型にはまらずに，逸脱して伸びやかに遊ぶ方向性は，
まさに人々の生活の状況とも重なり合う趣向なのである．このような事態は，まさに
束の間の気楽なたゆたいがロマネスク美術の真価として現代の私たちに迫ってくるの
であり，その躍動感のまっただなかに入り込む場合，祝祭的な生活態度が私たちの生
真面目で無味乾燥な毎日を朗らかに変貌させることにつながる．
　ここで，本書の全体的な流れを，確認しておこう．はじめにでは執筆の動機が明ら
かにされ，第一章では造形物を論じ，第二章ではロマネスクの自由さを称揚し，第三
章では建築論を展開し，第四章では形象論の視点を洗練させ，第五章ではモチーフの
眺め方を海獣を手がかりに明確化し，第六章ではデザイン論をまとめあげ，第七章で
は作者論を構築し，第八章では時代の変化をとおして社会論を整理し，終章ではロマ
ネスクの美に焦点を絞り直している．
　こうして眺めてみると，本書は藝術的な議論の多様な側面を順を追って余すところ
なく紹介し尽くしていることが浮かび上がってくる．ロマネスク期の造形物の観察か
ら自由な躍動性を発見する金沢の立場そのものがロマネスク美術の解釈上の革命とな
っている．その仕儀は，異化とも，視点の洗練とも，呼べるだろう．金沢による物事
の眺め方そのものが革新的な新しさを秘めており，それゆえにロマネスク美術革命と
いう事態を活写することとなったのである．そのような方法論は，他の事象にも充分
に参考となり適用可能であるだろう．それゆえ，本書は異化のための方法論の手ほど
きとなっている．読者は，金沢の方法論を用いつつも，各自の興味に従って伸びやか
に感性的な学びを拡張することができる．まさに，人生の意味の啓発の愉しさを本書
が伝えてくれているのである．
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